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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル・セルラ無線システムの選択したチャネルを表す受信信号（１１４）の所望部
分（２４０）の周波数範囲（２７１）における残留雑音を推定する方法であって、
　前記雑音を含む前記受信信号（１１４）の振幅を変更するステップと、
　前記受信信号（１１４）を雑音推定測定量（１１６）を発生するために前記変更した受
信信号（１１５）と組合わせるステップと、
　前記雑音推定測定量（１１６）またはその後の処理済みの信号（１１７）を現在のリン
ク品質の推定値としてデジタルセルラ無線システムリンク制御装置に送るステップとを有
することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記雑音推定測定量（１１６）は、前記受信信号（１１４）と前記変更した受信信号（
１１５）の周波数スペクトル（２７０、２７１、２７２）に亘るこれらの信号の平均パワ
ー分に基づいていることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記雑音推定測定量（１１６）は、前記受信信号（１１４）と前記変更した受信信号（
１１５）の周波数スペクトル１つ以上の共通範囲（２７０、２７１、２７２）に亘るこれ
らの信号の平均パワー分に基づいていることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記受信信号（１１４）は、この信号の所望部分（２４０）の周波数範囲（２７１）の
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外側（２７０、２７２）で主に減衰されることを特徴とする請求項１から３のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記雑音推定測定量（１１６）は、前記受信信号（１１４）と前記変更した受信信号（
１１５）との間の平均パワー分（２３２、２５２）の差に基づいていることを特徴とする
請求項２から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信信号（１１４）は、デジタル信号（１０８）であることを特徴とする請求項１
から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信信号（１１４）は、デジタル・フィルタ（１０８）により前記信号（１１４）
の所望部分（２４０）の周波数範囲（２７１）の外側（２７０、２７２）で主に減衰され
ることを特徴とする請求項４から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記雑音推定測定量（１１６）は、各々が存在する雑音の異なるレベルを表示するかな
りの数の異なるレベルに量子化されることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項９】
　雑音推定測定は、前記デジタル・セルラ無線システムのチャネルの基本的な時間単位の
各々の期間に行われ、その結果（１１６、１１７）は、現在のリンク品質の推定値として
前記デジタルセルラ無線システムリンク制御装置に送られることを特徴とする請求項８記
載の方法。
【請求項１０】
　数回の雑音推定測定が行われ、その結果が記憶され、評価され、得られた傾向が現在の
リンク品質の推定値として前記デジタルセルラ無線システムリンク制御装置に送られるこ
とを特徴とする請求項８または９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記雑音推定測定量は、処理装置（１０７）へ送られて、受信機アルゴリズムを調整す
るために使用されることを特徴とする請求項８から１０のいずれかに１項記載の方法。
【請求項１２】
　受信信号の所望部分の周波数範囲の雑音を推定する装置であって、
　前記雑音を含む前記受信信号（１１４）の振幅を変更する手段（１０８）と、
　雑音推定測定量（１１６）を発生するために前記受信信号（１１４）を前記変更した受
信信号（１１５）と組合わせる手段（１０６）と、
　前記雑音推定測定量を処理装置（１０７）に転送する手段（１０６）と、
　前記雑音推定測定量の連続値を記憶する手段（１０６，１０７）と、
　傾向を抽出するために前記連続値を処理する手段（１０６，１０７）と、
　前記雑音推定測定量の連続値の個々の値または前記抽出した傾向またはその後の処理済
みの信号を品質制御装置に送る手段（１０７）と、
を有することを特徴とする装置。
【請求項１３】
　雑音推定測定量（１１６）を発生させるために前記受信信号（１１４）と前記変更した
受信信号（１１５）を組合わせる手段（１０６）は、前記受信信号（１１４）と前記変更
した受信信号（１１５）の周波数スペクトルの１つ以上の範囲（２７０、２７１、２７２
）に亘り、これらの信号の平均パワー分を測定するパワーメータを有することを特徴とす
る請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記雑音を含む前記受信信号（１１４）の振幅を変更する前記手段（１０８）は、前記
受信信号（１１４）の所望部分（２４０）の周波数範囲（２７１）の外側（２７０、２７
２）の信号を主に減衰する手段を有していることを特徴とする請求項１２または１３記載
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の装置。
【請求項１５】
　雑音推定測定量（１１６）を発生させるために前記受信信号（１１４）と前記変更した
受信信号（１１５）を組合わせる手段（１０６）は、前記受信信号（１１４）と前記変更
した受信信号（１１５）との間の平均パワー分（２３２，２５２）の差を計算する手段を
有していることを特徴とする請求項１３または１４記載の装置。
【請求項１６】
　前記受信信号の所望部分（２４０）の周波数範囲（２７１）の外側（２７０、２７２）
の信号を主に減衰する前記手段（１０８）は、デジタル・フィルタを有することを特徴と
する請求項１４記載の装置。
【請求項１７】
　受信信号（１１４）の所望部分（２４０）の周波数範囲（２７１）における残留雑音を
推定する請求項１のステップを行う手段（１０６、１０８）及び結果として生じる雑音推
定測定量またはその後の処理の信号（１１６、１１７）を記憶し、評価し及び前記デジタ
ル・セルラ無線システムリンク制御装置に送信する手段（１０６、１０７）を有すること
を特徴とする移動電話機。
【請求項１８】
　前記デジタル・セルラ無線システムのチャネルの基本的な時間単位の各々の期間に雑音
推定測定を行うようにしたことを特徴とする請求項１７記載の移動電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の技術分野）
　本発明は、信号の残留雑音の推定に関する。この発明は、例えば、デジタル無線通信装
置のリンク品質の推定のために利用できる。
　本発明は、特に信号の所望部分の周波数範囲における残留雑音の推定の方法に関する。
　本発明は、更に信号の所望部分の周波数範囲の残留雑音を推定する装置に関する。
　本発明は、更にその方法を利用する移動電話に関する。
【０００２】
　（関連技術の記載）
　従来技術の以下の説明は、本発明の応用領域の１つであるセルラ・デジタル無線通信装
置に関する。
　セルラ装置を音声電話による支配から、更に大量のデータの取り扱いが可能な装置に発
展させる技術は、開発されつつある。次世代セルラ装置の要件の１つは、「高速」パケッ
ト型データ転送を容易にするために他の言語で、ワールドワイドウエッブ（ＷＷＷ）アプ
リケーションを使用するインターネットに対し、移動アクセスを提供する能力である。
【０００３】
　いわゆる第三世代装置の１つは、ＥＤＧＥ装置（ＥＤＧＥは、広域ＴＤＭＡ発展用の強
化データレート、ここでＴＤＭＡは、時分割多重アクセス（または代替的にＥＤＧＥは、
ＧＳＭ発展用の強化データレート））である。ＥＤＧＥ装置は、ＴＩＡ/ＥＩＡ－１３６
と呼ばれるＵＳ ＴＤＭＡ装置及びモバイルユーザのための無線でＴＤＭＡをベースにし
た高データ・レート・パケット・サービス提供を可能にするヨーロッパＧＳＭ装置の集中
を表す。ＵＷＣ－１３６と呼ばれるＥＤＧＥコンセプトに基づく規格は、ヨーロッパ電気
通信規格協会（ＥＴＳＩ）及び北アメリカの電気通信産業協会（ＴＩＡ）により開発され
認可されている。ＣＤＭＡ（符号分割多重アクセス）に基づく他の第三世代装置は、同様
に開発段階にある（ＴＩＡにより指定される）ＣＤＭＡ２０００及び（ＥＴＳＩにより指
定される）ＷＣＤＭＡである。名称ＩＭＴ－２０００（ＩＭＴは、国際移動通信である）
の下で、これらの３つの装置は、第三世代移動通信装置用の国際電気通信協会（ＩＴＵ）
のテクノロジ・プラットホームを構成している。
【０００４】
　エアインターフェースで、ＧＳＭ（及びＥＤＧＥ）は、多数の搬送周波数（ＧＳＭの場
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合、１２５）に対し多数のタイムスロット（８つのタイムスロットは、１個のＴＤＭＡフ
レームである）がマッピングされるという点で、ＴＤＭＡ及び周波数分割多重アクセス（
ＦＤＭＡ）の組合わせに依存する。
【０００５】
　第一世代ＧＳＭ装置では、回路切り替えに基づく９．６ｋｂｉｔ/ｓのデータレートは
、ＧＭＳＫチャネル変調（ＧＭＳＫは、ガウス最小シフトキーイングである）を使用して
提供され、各チャネルは、２００ｋＨｚの搬送波間に間隙を有していた。ＧＳＭ用の一般
パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）は、モバイル・ユーザのために高速パケット・モード
・データ転送を提供する方向への開発路における中間ステップを形成する。ＧＰＲＳは、
（８つまでの）タイムスロットの連鎖及び（４つの異なる）可変チャネル・コーディング
により９ｋｂｉｔ/ｓと１７０ｋｂｉｔ/ｓとの間のピーク・ユーザ・データ・レートを提
供する。ＧＰＲＳのプロトコル能力とサービス能力は、ＥＤＧＥ装置で再度使用される。
ＥＤＧＥのコンセプトは、特に、より高度なレベルのチャネル変調及びより高度な記号レ
ートによりデータレートを改善する。８－ＰＳＫ変調（ＰＳＫは、位相シフトキーイング
である）、変調記号当たり３ビットの記号レート及び多重スロット動作を使用して、ＧＰ
ＲＳに比較してユーザ・ビット・レートの３倍の増加を達成することができる。例えば、
３８４ｋｂｉｔ/ｓのデータ・レートは、同一の２００ｋＨｚ搬送波間隔及びＴＤＭＡフ
レーム構造により、かつ、数個の（８つまでの）タイムスロットを組合わせることによっ
て達成できる。データ・レートの改良は、隣接チャネルからの妨害（隣接チャネル干渉）
を含み、雑音に対するより大きな感度を犠牲にして生じる。最大の達成可能なデータレー
トは、一般的には、モバイル速度と装置負荷に依存する。
【０００６】
　デジタル無線受信機は、ＡＤ変換器を伴うアナログ無線フロント・エンドと見なすこと
ができる。ＧＳＭまたはＥＤＧＥのようなセルラ・デジタル無線装置は、割り当てられた
周波数帯内の数個の周波数およびチャネルからなる。通信のため、選択されたチャネルは
、フィルタにより除去される必要があり、デジタル領域でこれを行うことは、利点がある
。デジタル・フィルタは、再度プログラムするのに容易であり、高価ではなく、温度と電
圧で変化するフィルタ・パラメータを有してはいない。
【０００７】
　ＧＭＳＫ変調を使用するＧＳＭチャネルの場合、厳密にフィルタすること（すなわち、
ＧＳＭチャネルの２００ｋＨｚ搬送波間隔よりも幾分狭い帯域幅でフィルタを使用するこ
と）は、可能である。しかし、８－ＰＳＫ変調を使用する対応のＥＤＧＥチャネルの場合
は、そうではないので、ＥＤＧＥ受信機は、普通のＧＳＭ受信機に比較して、隣接チャネ
ル干渉に関する更に大きな問題を有する。この種の変調は、例えば、ＧＭＳＫの場合より
雑音に対してより影響を受け易い。従って、全ての情報を有するために、広帯域フィルタ
を有しようという願望と隣接チャネルからの雑音を避けようという願望との間では妥協を
しなければならない。
【０００８】
　従って、ＥＤＧＥのような装置は、システム・スループットの最適化のためにＬＱＣ装
置（ＬＱＣは、リンク品質制御である）に依存する。
【０００９】
　デジタル無線通信装置のサービス品質（Ｑｏｓ）は、３つの領域、すなわち、コール取
り扱い品質、通信品質及び適用範囲品質に大いに関係する。本発明は、セルラ通信システ
ムで使用される時、通信品質、すなわち、無線チャネル損傷、送信遅延、エコー、背景雑
音などのような影響に主に関連する。データ伝送の場合、通信品質は、ビット・エラー・
レート及び送信遅延に基づいて定量化してもよい。パケット型データ伝送の場合、ビット
・エラー・レートは、再伝送により低く維持することができるが、結果的に遅延を増加さ
せ、スループットを減少させることになる。従って、チャネル・スループットの最適化の
ため、チャネル品質を（動的に）評価でき、及び、これに基づいて重要な伝送パラメータ
を無線チャネルの品質に合わせ得ることは、非常に大切なことである。
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【００１０】
　従って、現在のリンク品質の測定及び報告は、慎重に行われる必要のある非常に重要な
仕事である。強力な干渉物の存在についての報告は、データ伝送速度、誤り訂正のオーバ
ヘッドの量に対して影響を与える。または、究極的には更にエラー強さのある変調、また
は（例えば、８－ＰＳＫからＧＭＳＫチャネル変調までの）符号化機構をもたらす。
【００１１】
　（要約）
　本発明の目的は、信号の残留雑音に関する測定量を発生することである。
　本発明によれば、このことが達成されるのは、請求項１に開示したように、その雑音を
有する信号の振幅が変更され、信号が雑音推定測定量を発生するために、変更した信号と
組合わされるからである。
　本文脈において、用語「雑音」は、不規則雑音及び他の源からの妨害を意味すると解釈
するものとする。セルラ通信装置における本発明の適用に言及する場合、用語「雑音」は
、隣接チャネルからの妨害（隣接チャネル干渉）または他のセルの「選択された」または
「所望の」のチャネル周波数と同一のチャネル周波数を使用するチャネルからの妨害（相
互チャネル干渉）を含む。
【００１２】
　残留雑音の推定は、所望の周波数範囲の信号成分の外側の周波数範囲に存在する信号成
分の量（例えば、セルラ通信装置の選択チャネルの信号成分の量）は、その所望周波数範
囲の内側に存在する「雑音」の量に関する測定量であるという仮定に基づいている。結果
として生じる雑音の測定量の有用性は、一般的には、信号構造に依存する。「隣接チャネ
ル」からの妨害が主な関心である場合の大きさ、通信システムなどの潜在的に重なるチャ
ネルを表す信号の場合の大きさは、簡単な方法で得られて、チャネル品質の表示物として
非常に有用である。
【００１３】
　請求項２に開示したように、雑音推定測定量が信号及びその変更された信号の周波数ス
ペクトルに亘るこれらの信号の平均パワー分に基づく時、公知の測定技術に基づいて、そ
れらの信号を比較する簡単な手段が確実に提供される。あるいは、雑音推定の測定量は、
問題の信号の平均パワー（すなわち、時間に亘る変化）の勾配または任意の他の適切な方
法に基づくものとすることができる。
【００１４】
　請求項３に開示したように、雑音推定の測定量は、信号及び変更信号の周波数スペクト
ルの１つ以上の共通範囲に亘るこれら信号の平均パワー分に基づく時、それら信号を比較
する簡単な手段が提供され、測定は、周波数範囲の適切な部分、例えば、信号の所望部分
の外側の周波数範囲に集中されることが保証される。
【００１５】
　請求項４に開示したように、信号が主にその信号の所望部分の周波数範囲外で減衰され
る時、その所望周波数範囲外の信号の変更は、簡単な方法で、例えば、フィルタの使用に
より行えることが保証される。減衰は、例えば、その所望周波数範囲を（理想的には）変
化させずに通し、全ての他の周波数を減衰させる帯域フィルタにより達成することができ
る。あるいは、もし、その所望周波数範囲が特定の周波数から及び下方へ向かって存在す
る場合は、低域フィルタから構成してもよく、もし、その所望周波数範囲が特定の周波数
から及び上方へ向かって存在する場合、高域フィルタから構成してもよい。しかし、変更
は、任意の他の適切な形を取ってもよい。それは、例えば、その関連ある周波数に同調し
た１つ以上の周波数選択増幅器によるその所望の周波数範囲外の信号の増幅からなっても
よい。
【００１６】
　請求項５に開示したように、雑音推定測定量は、信号と変更した受信信号との間の平均
パワー分の差に基づいている時、信号比較の簡単な方法の提供が保証される。
【００１７】
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　請求項７に開示したように、信号は、デジタル・フィルタにより信号の所望部分の周波
数範囲の外側で主に減衰される時、変化に対し容易に対応する経済的で融通性のあるソリ
ューションの達成が保証される。
　請求項８に開示したように、雑音推定測定量は、各々が存在する雑音の異なるレベルを
表示するかなりの数の異なるレベルに量子化される時、信号の望ましくない雑音の定量化
のために測定量を使用することができることが保証される。
【００１８】
　信号の所望部分は、デジタル・セルラ無線システムの選択したチャネルを表し、雑音推
定測定量またはその後の処理済みの信号は、現在のリンク品質の推定値としてデジタル・
セルラ無線システムのリンク品質制御装置に送られる時、現在のリンク品質に対する簡単
な測定量が提供されて、送信装置にフィードバックされることが保証される。本発明の他
の利点は、その実現が恐らく低価格で、リンク品質の推定が信号通路の「初期の段階」で
、すなわち、信号がデジタル復調器で復調され、更に処理される前に提供されるというこ
とである。これにより、現在のリンク品質に対しシステム・スループットの動的な適用を
可能にする変化伝送条件に対し迅速な応答が可能となる。
【００１９】
　請求項９に開示したように、雑音推定測定量は、デジタル・セルラ無線システムのチャ
ネルの基本的な時間単位（すなわち、タイムスロットまたはバースト）の各々の期間に行
われ、その結果は、現在のリンク品質の推定値としてのデジタル・セルラ無線システムの
リンク品質制御装置に送られる時、リンク品質は、連続的に監視することができ、対応の
システム動作が瞬間的に行われることが保証される。
　請求項１０に開示したように、数回の雑音推定測定が行われ、その結果が記憶され、評
価され、得られた傾向が現在のリンク品質の推定値としてのデジタルセルラ無線システム
リンク制御装置に送られる時、リンク品質の傾向は、得られて報告されることが保証され
る。
【００２０】
　請求項１１に開示したように、雑音推定測定量は、処理装置（１０７）に送られて、受
信機アルゴリズムを調整するために使用される時、受信機の処理、従って、パワー消費の
最適化を達成できることが保証される。
【００２１】
　信号の所望部分の周波数範囲の雑音を推定する装置は、さらに、本発明により提供され
る。請求項１２に開示したように、この装置は、雑音を含む信号の振幅を変更する手段と
、雑音推定測定量を発生するために信号を変更信号と組合わせる手段と、雑音推定測定量
を処理装置に転送する手段とを有する時、信号の残留雑音に関する簡単な測定量が確実に
提供される。
　請求項１３に開示したように、雑音推定測定量を発生させるために信号と変更した信号
を組合わせる手段は、信号と変更した信号の周波数スペクトルの１個以上の範囲に亘り、
これらの信号の平均パワー分を測定するパワーメータを有する時、これらの信号を比較す
る簡単な手段が提供され、周波数範囲の関連部分、例えば、信号の所望部分の外側の周波
数範囲に対して、測定が集中されることが保証される。
【００２２】
　請求項１４に開示したように、雑音を含む信号の振幅を変更する手段は、信号の所望部
分の周波数範囲の外側の信号を主に減衰する手段を有するとき、所望周波数範囲外の信号
の変更は、簡単な方法で、例えば、フィルタの使用により行われることが保証される。
　請求項１５に開示したように、雑音推定測定量を発生させるために信号と変更した信号
を組合わせる手段は、信号と変更した信号との間の平均パワー分の差を計算する手段を有
する時、雑音推定測定量を提供する簡単な方法が達成されることが保証される。
【００２３】
　信号がデジタル信号を扱うようにされている時、その測定量及び次の処理ステップが時
間に亘り、かつ、環境の影響に抗して更に安定であることが保証される。このことにより
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、伝統的なアナログ技術において実現される対応の機能性よりもより良い性能及びより低
い装置製造コストが約束される。
　請求項１６に開示したように、信号の所望部分の周波数範囲の外側の信号を主に減衰す
る手段は、デジタル・フィルタを有する時、変化に対し容易に対応する経済的で融通性の
あるソリューションの達成が保証される。
【００２４】
　請求項１２に開示したように、雑音推定測定量の連続値を記憶する手段、傾向を抽出す
るために連続値を処理する手段及び連続値の個々の値または抽出された傾向またはその後
の処理の信号を品質制御装置に通信する手段を有する時、雑音推定測定量の適切な後処理
は、容易に達成できることが保証される。例えば、与えられた測定値をその値の期待され
た動的範囲に従って、適切な尺度で等級分けするために、幾つかの異なるレベルでその雑
音推定測定量を量子化する手段を有してもよい。
【００２５】
　本発明により移動電話機が更に提供される。請求項１７に開示したように、信号の所望
部分の周波数範囲における残留雑音を推定する請求項１のステップを行う手段及び結果と
して生じる雑音推定測定量またはその後の処理の信号を記憶し、評価し及びセルラ無線シ
ステムリンク制御装置に送信する手段を有する時、セルラ無線システムは、ユーザ・スル
ープットを最適化するために使用することができるリンク品質の推定部を備えていること
が保証される。
【００２６】
　請求項１８に開示したように、デジタル・セルラ無線システムのチャネルの基本的な時
間単位（すなわち、タイムスロットまたはバースト）の各々の期間に雑音推定測定を行う
時、リンク品質は、連続的に監視することができ、対応の装置動作は、瞬間的に行うこと
ができることが保証される。
【００２７】
　（実施例の詳細な記載）
　本発明は、好適な実施例及び図面に関して以下更に詳しく説明する。
　図１は、本発明によるセルラ・デジタル無線システムの移動電話機のための受信機のフ
ロントエンドを示す。
　図１において、１０１は、（デュプレクサを介して送信機部と共に随意に使用される）
受信アンテナを示し、１１０は、受信した無線周波信号を示す。この受信信号１０１は、
関連する受信周波数帯を除去するＲＸバンド・フィルタ１０２に送られて、当のセルラ無
線システムに割り当てられた周波数帯、例えば、９００ＭＨｚを中心とするＧＳＭ周波数
帯または１９５０ＭＨｚを中心に割り当てられたＩＭＴ－２０００周波数帯を含む信号１
１１を送る。信号１１１は、アナログ復調器１０３に送られ、このアナログ復調器１０３
は、下方変換のためにシステムにより与えられたチャネル周波数１０９を使用して、ベー
ス・バンドの下方の周波数帯の関連部分を混合する。アナログ復調器１０３からの出力信
号１１２は、アナログ・フィルタ１０４に送られる。アナログ・フィルタ１０４は、関連
チャネルあたりの周波数を除去し、信号１１３を生じる。この信号１１３は、隣接チャネ
ルからの雑音及び妨害を含んでいる。ＡＤ変換器１０５（ＡＤはアナログ／デジタル）は
、信号１１３を信号１１４の形のデジタル領域に変換する。デジタル・フィルタ１０８は
、入力信号１１４から関連チャネル１１５を除去する。デジタル・フィルタ１０８の前後
のデジタル信号、すなわち、信号１１４と１１５を入力として使用して、リンク品質推定
器１０６は、その２つの入力信号間の平均パワー分の差を測定し、信号１１６を信号処理
装置１０７に出力する。その大きさ１１６は、所望信号１１５の周波数範囲の残留雑音の
指標を表す。
【００２８】
　測定量１１６は、更に信号処理装置１０７により処理してもよい。結果として、現在の
リンク品質（または明細書においては傾向）を表すメッセージ１１７が移動電話機の送信
部１１８に送られると共に、デジタル無線通信システムのリンク品質制御装置、すなわち
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、移動電話機に現在割り当てられている基地局に対して送信される。
　図２は、デジタル・フィルタの前後の信号の受信パワーの周波数依存の理想化したスケ
ッチを示す。周波数軸は、２６０で示される。図１の関連信号１１４と１１５は、デジタ
ルであるが、それらのアナログ表示に対応するパワー分の周波数依存が例示のために示さ
れる。
【００２９】
　図１のデジタル・フィルタ１１４への入力信号は、図2.aでは概略示される。その入力
信号は、選択されたチャネル２７１の所望の信号成分２４０の他に、雑音(図示せず）及
び隣接チャネルからの信号成分２３０、２５０を含んでおり、その信号パワーは、主に、
周波数範囲２７０と２７２に存在する。すなわち、所望の選択されたチャネル２７１の周
波数範囲の内外の周波数には望ましくない振幅が存在する。スケッチは、強力な妨害をす
る隣接信号２３０と適度な妨害をする隣接信号２５０とを有する状況を表す。図2.aのグ
レーの陰影付き領域は、隣接チャネルとの重複が存在する周波数範囲を表す。図１の信号
１１４の（非理想的な）フィルタリングの後、生じる図１の信号は、図2.bで概略示した
ように、主に所望信号の周波数範囲２７１に信号振幅２４１を有している（周波数範囲２
７１の外側の信号振幅（主に、成分２３１と２５１）は、図示の目的で幾分大げさに示さ
れる）。
【００３０】
　しかし、その所望周波数範囲２７１の信号の振幅の一部は、陰影付き領域２８０により
示したように、雑音及び/または隣接チャネルから発生する。図１の信号１１５の平均パ
ワーを測定し、この測定した平均パワーを図１の信号１１４の平均パワーから減算するこ
とにより（両者は、信号１１４の全周波数範囲に亘り得られる）、所望周波数範囲２７１
における「雑音」（すなわち、不所望の信号成分）に関する測定値を得る。これは、図2.
cで示され、この図では、影付き領域２３２と２５２の和は、その測定量を表す。すなわ
ち、その選択したチャネルの範囲の外側の周波数範囲２７０、２７２に存在する信号成分
の量は、その選択したチャネルの周波数範囲２７１内に存在する「雑音」（すなわち、隣
接チャネルからの不所望の信号成分）の量の測定量である。その結果生じる雑音の測定量
の有用性は、一般的には信号１１４の構造に依存する。通信システムなどの潜在的に重複
するチャネルを表す信号の場合、その測定した量は、確かに非常に有用である。
【００３１】
　フィルタリングの後、その受信信号は、選択チャネルからの信号と非理想的フィルタ（
図2.b参照）により除去されない隣接チャネルからの付加的な雑音からなる。選択したチ
ャネルと隣接チャネルとの間の強さの関係により、残留の隣接チャネル雑音の量が決定さ
れる。この関係は、受信機の性能に影響を与える。
　隣接チャネルの残留雑音の推定は、それ故、次のデジタル信号の処理（図１のブロック
１０７）において有用でもある。受信機のアルゴリズムは、各信号バーストにおける干渉
の存在に適合するように変えてもよい。
【００３２】
　図１の信号１１４と１１５の平均パワーの測定は、信号１１４が大きな振幅を有する周
波数範囲、すなわち、図２における範囲２７０、２７１及び２７２を有する周波数範囲に
亘り行われる。本発明の特定実施例では、測定の周波数範囲は、選択されたチャネルの外
側の周波数範囲（すなわち、範囲２７０、２７２）に制限される。このことは、測定から
所望周波数範囲２７１におけるフィルタの減衰分を除去するという利点を有する。
【００３３】
　図１の出力信号１１６は、リンク品質推定器ブロック１０６で量子化され、有り得る結
果の範囲を細分化する関連レベル数（例えば、８つ）の１つを有する。レベルの「スケー
ル」は、測定結果の動的範囲に依存して線形または対数的であってもよい。測定の評価は
、次の通りである。平均パワー分の比較的大きな絶対差は、比較的大きな残留雑音、従っ
て、比較的低いリンク品質の推定を表し、平均パワー分の比較的小さな絶対差は、比較的
小さな残留雑音、従って、比較的高いリンク品質の推定を表わす。これは、図2.cにより
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示すことができる。この図で１つだけ影付き領域２３２を取ると、これは、所望周波数範
囲の残留雑音の比較的大きな量及び対応的に比較的低いリンク品質を表す。同様に、影付
き領域２５２を１つだけ取り上げると、これは、所望周波数範囲の比較的少量の残留雑音
に対応する平均パワー分の比較的小さな絶対差及び対応的に比較的高いインク品質を表す
。
【００３４】
　好適な実施例では、リンク品質推定器１０６に対する図１の２つの入力信号１１４と１
１５間の平均パワー分の差の評価の一部が、処理装置１０７に含まれる制御装置（図３の
３２０）で行われる。
　図３は、本発明によるセルラ・デジタル無線通信システムの移動電話機用の受信機のフ
ロント・エンドの一部を示す。
【００３５】
　図３で、信号処理装置１０７は、制御装置３２０とデジタル変調器３２１のブロックに
分割されている。デジタル・フィルタ１０８からの信号１１５は、更なる処理の目的でデ
ジタル復調器３２１に送られ、また、リンク品質推定器１０６のブロックからの雑音推定
測定信号１１６の推定及び抽出の外に、リンク品質に関する更なる情報の有りうる推定及
び抽出のため制御装置３２０に送られる。制御装置３２０は、最新の雑音推定測定量の記
憶のため、及び、移動電話機の送信部１１８に送られてリンク品質制御装置に転送される
リンク品質推定値１１７の発生のためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）とメモリ（例
えば、ＲＡＭ）を有している。本発明の好適な実施例では、制御装置とデジタル復調器の
機能は、１つの機能ブロック（図１の１０７参照）に集積されている。
【００３６】
　本発明による残留雑音測定量１１６の１つの利用は、システムのスループットを最適化
するためネットワークにより報告され使用されるリンク品質推定値１１７を調整すること
である。本発明のこの使用により、例えば、ＥＤＧＥシステム用に提案されたＬＱＣの概
念の目標達成機能が改善される。
【００３７】
　デジタル復調器３２１は、デジタル信号１１５を復調し、ユーザ特定情報及び制御情報
を抽出する。制御装置３２０（例えば、内部及び恐らく余分でアクセス可能な外部のメモ
リを有するＤＳＰ）は、制御情報を推定する。この制御情報の一部は、受信信号１１５か
ら抽出されて、恐らく接続部３１９を介して復調器３２１から転送され、他の部分は、リ
ンク品質推定器１０６から転送される雑音推定測定量である。これに基づいて、制御装置
３２０は、関連する動作を行う、例えば、移動電話機の送信部１１８を介して本チャネル
品質またはチャネル品質の傾向に関してリンク品質制御装置にレポート１１７を送る。こ
の後者は、最近のチャネル品質データの記憶した値に基づく。本発明の好適な実施例では
、測定された雑音推定値は、リンク品質推定器１０６で記憶されて推定される。あるいは
、それは、処理装置１０７の制御装置３２０で記憶され推定されてもよい。いくつかの数
の記憶（例えば、１００）値に基づいて、傾向は、多種類の標準方法のどれかにより、例
えば、平均値を単に取ることにより、または記憶された測定値（時間、値）に適した直線
の勾配を計算して、それを最新の測定値と共に推定することによって得てもよい。
【００３８】
　リンク品質推定データは、例えば、移動局からその現在割り当てられている基地局へ、
そこから移動局の送信部１１８に対する信号１１７により象徴されるように、（ユーザ・
スピーチまたはデータを運ぶトラフィック・チャネルに対照的に）シグナリング・データ
または同期化データを運ぶリンク品質制御（ＬＱＣ）装置の論理制御チャネルの１つを介
してそのＬＱＣ装置に送ってもよい。ＧＳＭシステムでは、論理制御チャネルは、例えば
、ＢＣＣＨ（放送制御チャネル）、ＣＣＣＨ（共通制御チャネル）、ＳＤＣＣＨ（独立型
制御チャネル）、ＡＣＣＨ（関連制御チャネル）と呼ばれている。後者は、緩慢（ＳＡＣ
ＣＨ）と迅速（ＦＡＣＣＨ）バージョンを有している。ＳＡＣＣＨとＦＡＣＣＨは、両者
共、例えば、接続中、リンク品質推定値を含むシグナリング・データの転送のために使用
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してもよい。
【００３９】
　ＧＳＭシステムとＥＤＧＥシステムの論理制御チャネルの基本単位は、１８０ビット長
のものである。送信エラーに対する保護を保証するために、その１８４個の制御ビットは
、誤り訂正を可能にするために、チェック・ビットとチャネル・コードを加えることによ
って４５６個ビットのブロックにマッピングされる。その論理チャネルのコンテンツは、
物理チャネルにマッピングされ、この物理チャネルを介して転送される。その４５６個ビ
ットのブロックは、５７ビット長の小ブロックに仕切られ、これら小ブロックは、隣接の
４５６ビットブロックからなる小ブロックでインターリーブされ、各々が１１４ビット長
の論理「バースト」にマッピングされる。管理目的のため余分なビット（後端ビット及び
保護機関）を加えることによって、論理バーストは、実際の送信のために各々が１５６．
２５ビット長（または５７７μｓ）の物理バーストにマッピングされる。これは、全ての
正常な制御情報をマッピングすべきＧＳＭまたはＥＤＧＥをベースにするシステムにとっ
ての基本的なタイムスロット単位である。
【００４０】
　ＴＤＭＡシステムにおける物理的チャネルは、一連のＴＤＭＡフレーム内にタイム・ス
ロット番号を持つタイム・スロットとして定義される。フェージングに対する保護のため
、周波数ホッピングを与えてもよい。このことは、各バーストが異なる無線周波数（ＲＦ
）チャネルを介して送信されるように、時間と周波数の両方で物理チャネルを仕切るとい
うことを意味する。従って、物理チャネルは、一連のＲＦチャネルとタイム・スロットと
して定義される。各搬送周波数は、ＴＤＭＡフレーム内の８つのタイム・スロットにマッ
ピングされた８つの物理チャネルをサポートする。
ＧＳＭ論理トラフィック・チャネル及びGSM制御チャネル並びにそれらの物理チヤネルへ
のマッピングの詳細は、「無線通路の物理層」を扱うＧＳＭ勧告Ｒ．０５において規格化
されている。
【００４１】
　品質測定（すなわち、雑音検出推定とその更なる処理）は、各バーストごとに、または
特定の周波数で、例えば、ＴＤＭＡフレーム（８つのタイムスロット）ごとに、またはマ
ルチフレーム（ＧＳＭシステムにおける２６のＴＤＭＡフレーム）ごとに行ってもよい。
あるいは、測定周波数は、予め定義したアルゴリズムに従う測定結果に依存するものであ
ってもよい（例えば、比較的高品質の測定は、比較的低い測定周波数に関連しており、測
定周波数は、特定の最小から最大の範囲に限定される）。同様のパターンは、リンク品質
制御装置への測定量の報告のために使用してもよい。リンク品質測定量は、セルラ通信シ
ステムの信号チャネルの１つを介して報告してもよい。ＧＳＭシステムについては、もし
比較的緩慢な頻度の報告が（例えば、傾向の報告において）必要とされる場合、ＳＡＣＣ
Ｈ信号は、使用されてもよい（１SACCHは、各々が２６のＴＤＭＡフレームからなるマル
チフレームごとに、すなわち、１２０ｍｓごとに送られる）。もし、「瞬間的な」報告が
必要とされるならば（例えば、バーストあたりの報告が必要とされる時）、ＦＡＣＣＨ信
号は、使用してもよい。ＦＡＣＣＨは、バースト内でシグナリング・データをユーザ・デ
ータから区別するために、いわゆる「スチーリング・フラグ」を使用するユーザ・データ
の代わりに挿入される。
【００４２】
　本発明の好適な実施例では、現在のリンク品質の推定またはその内部の傾向についての
リンク品質制御装置システムへの報告は、データ伝送速度、「誤り訂正深度」及び/また
は（例えば、８－ＰＳＫとＧＭＳＫとの間での）変調の種類のようなリンク・スループッ
トに関するパラメータを変更すべきか否かを決定するために、リンク品質制御装置により
使用される。その決定は、移動局により恐らく報告される他のパラメータ及び、例えば、
チャネル搬送波の受信レベル、基地局と移動局との間の絶対的な距離、チャネル・デコー
ディング前のビット・エラー・レシオなどに基づくものであってもよい。
【００４３】
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　残留雑音信号により表される情報の他の使用方法は、信号処理により各バーストを保証
する方法を導入することである。各バーストは、干渉の推定を有する。この情報は、＊例
えば、受信機フィルタリング特性の迅速な適用＊雑音相殺アルゴリズムへの入力データの
ために使用してもよい。
【００４４】
　本発明の好適な実施例では、測定は、各バーストごとに行われ、その結果は、一般に、
図３の接続部３１９を介して信号処理装置に報告され、受信機アルゴリズムを変更して、
例えば、リンク品質推定により制御される「データ処理」（誤り訂正など）の量を調節す
ることによって、受信機の性能を改良するために、その内部で使用される。これにより、
異なる受信条件で性能を最適化するように設計されたアルゴリズムの使用が可能となる。
例えば、リンク品質が良好な場合、それ程複雑ではない受信器アルゴリズムを使用でき、
従って、パワーを節約してもよい。この後者は、セルラ電話機のような移動装置において
特に重要である。
【００４５】
　本発明がＴＴＭＡを使用するデジタル・セルラ無線通信システムに関して記載されたが
、例えば、他の通信システムで、これがＣＤＭＡをベースにしたシステムであろうと、周
波数ポッピング・システムであろうと、あるいは非周波数ポッピング・システムであろう
と、アナログ・システムであろうと、信号の残留雑音の測定量が必要とされる全ての他の
状況下において使用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるセルラ・デジタル無線通信システムの移動電話用の受信機のフロン
トエンドを示す。
【図２】デジタル・フィルタの前後の信号の受信パワーの周波数依存の理想化したスケッ
チ。
【図３】本発明によるセルラ・デジタル無線通信システムの移動電話用の受信機のフロン
トエンドの一部を示す。
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